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【目的】 
 平成２２年に公表された「家畜改良増殖目標」では、家畜の能力向上に資する取組として、生産コストの低減や飼料自給率向上を図るた
めの放牧活用が推進されている。また、粗飼料の利用性や放牧特性に優れる褐毛和種や日本短角種の品種特性を活かした放牧の有用
性が検討されている。本研究では和牛３品種を対象に、哺育育成期の飼養環境の違いが調査牛の発育性に及ぼす影響について検討した 
【材料および方法】 
 供試牛  ： 黒毛和種、褐毛和種、日本短角種（試験処理は右表のとおり） 
 方法    ： 試験区  ５ヵ月齢までの自然哺育および粗飼料（放牧）給与で育成 
        ： 対照区  ３ヵ月齢までの人工哺育および濃厚飼料給与により育成 
 調査項目 ： 飼料摂取量(対照区のみ）、発育性 

＜連絡先＞  
独立行政法人 家畜改良センター 企画調整部 管理課 

金田 修一（かねだ  しゅういち） 

0248-25-2738 

s0kaneda@nlbc.go.jp 

① 哺育育成期の体重および日増体量の推移 結果 

まとめ 

・体重は2ヵ月齢から試験区間に有意差あり 
・試験区において離乳後のＤＧは少なく、6ヵ月
齢以降は発育標準の下限値を下回った 

10ヵ月齢時の発育は、すべての品種において対照区が試験区よりも有意に大きい 

離乳後の試験区の増体は有意な差がなかったものの、日本短角種で大きい傾向が認められ、 

粗飼料の利用性が高いことを確認 

飼料要求率が低い褐毛和種や日本短角種は、飼料費低減に有効な品種であることが示唆された 

目的および方法 

離乳時体重(3m) kg 141.8 ± 10.3 152.7 ± 8.2 150.5 ± 10.9
育成終了体重(10m) kg 346.1 ± 28.3 A 394.0 ± 19.0 B 381.4 ± 21.9 B

雄 増体量 kg 204.3 ± 23.0 A 241.3 ± 16.4 B 230.9 ± 12.9 B
育成期DG kg/day 0.99 ± 0.11 A 1.12 ± 0.07 B 1.07 ± 0.07
TDN摂取量 kg 898.6 ± 31.0 A 935.6 ± 11.3 B 880.8 ± 27.5 A
飼料要求率 kg 4.44 ± 0.46 A 3.89 ± 0.28 B 3.82 ± 0.25 B

離乳時体重(3m) kg 113.6 ± 13.4 a 134.1 ± 16.4 b 122.3 ± 2.5

育成終了体重(10m) kg 269.9 ± 28.9 a 326.6 ± 11.2 b 309.5 ± 14.8
雌 増体量 kg 156.3 ± 18.1 A 192.5 ± 13.5 B 187.3 ± 17.3

育成期DG kg/day 0.74 ± 0.10 a 0.90 ± 0.07 b 0.85 ± 0.10
TDN摂取量 kg 794.9 ± 47.8 A 880.6 ± 73.9 B 882.7 ± 18.0
飼料要求率 kg 5.13 ± 0.49 4.64 ± 0.44 4.74 ± 0.53

平均値±標準偏差
異符号間に有意差あり(AB:5% ab:1%)

黒毛和種 日本短角種 褐毛和種

・試験区において離乳後のＤＧは少なく、1ヵ月
齢から発育標準の下限値を下回った 
 

・体重は4ヵ月齢から試験区間に有意差あり 
・離乳後のＤＧは他の品種に比較して多かった 

・体重は7ヵ月齢から試験区間に有意差あり 
・試験区において離乳後のＤＧは少なく、7ヵ月
齢以降は発育標準の下限値を下回った 
 

・試験区において離乳後のＤＧは少なく、6ヵ月
齢以降は発育標準の下限値を下回った 
 

・体重は7ヵ月齢から試験区間に有意差あり 
・離乳後のＤＧは他の品種に比較して多かった 

品種 性別 試験区 対照区

雄 6 8

雌 6 12

雄 2 5

雌 3 2

雄 6 5

雌 5 5

雄 14 18

雌 14 19

黒毛和種

褐毛和種

計

日本短角種

体重 体高 体長 胸囲 通算DG
(kg) (cm) (cm) (cm) (kg/day)

黒毛和種 試験区 185.3±24.4 a 106.6±2.3 a 113.5±4.2 a 133.2±5.2 a 0.50±0.08 a
対照区 346.1±28.3 b 120.1±4.1 b 134.6±5.3 b 162.6±4.1 b 1.05±0.08 b

日本短角種 試験区 273.7±18.7 a 112.3±4.7 A 123.5±5.0 a 145.0±4.2 a 0.79±0.06 a
対照区 394.0±19.0 b 120.6±3.9 B 140.7±2.2 b 171.2±4.3 b 1.16±0.05 b

褐毛和種 試験区 198.5± 7.8 105.8±1.7 117.4±3.1 134.5±3.5 0.54±0.01
対照区 381.4±21.9 122.1±2.4 138.2±4.3 165.4±3.0 1.11±0.08

体重 体高 体長 胸囲 通算DG
(kg) (cm) (cm) (cm) (kg/day)

黒毛和種 試験区 198.3±23.1 a 107.4±3.4 A 116.1±6.3 A 137.2±5.8 a 0.52±0.07 a
対照区 269.9±28.9 b 112.3±3.8 B 124.0±5.7 B 152.9±5.4 b 0.80±0.09 b

日本短角種 試験区 255.3±25.2 a 111.9±3.6 120.0±2.1 a 149.0±3.6 a 0.71±0.08 a
対照区 326.6±11.2 b 115.2±2.6 131.0±2.5 b 160.4±3.2 b 0.96±0.04 b

褐毛和種 試験区 224.7±9.5 110.3±1.5 121.0±2.5 141.0±4.0 0.62±0.05
対照区 309.5±14.8 111.7±2.4 127.9±1.6 157.5±2.1 0.89±0.02

平均値±標準偏差
異符号間に有意差あり(AB:5% ab:1%)

雄 試験処理

雌 試験処理

② 育成期の測定値(10ヵ月齢時） ③育成期の増体および飼料要求率(対照区のみ） 

・黒毛和種   ：すべて測定値で試験区が対照区よりも小さい 
・日本短角種 ：雌の体高を除き、試験区が対照区よりも小さい 

・TDN摂取量：雌雄ともに日本短角種が多い 

・飼料要求率：褐毛和種と日本短角種が少ない 

放牧地を活用した和牛の特性調査  
  ①哺育・育成期の発育性に及ぼす影響 

 

○金田修一 ・ 鈴木英敏 ・ 渡邉一博 ・ 齋藤邦彦（家畜改良センター） 
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 放牧地を活用した和牛の特性調査  
  ②雌牛の繁殖性に及ぼす影響 

○ 齋藤邦彦 ・ 鈴木英敏 ・ 金田修一 ・ 渡邉一博 (独家畜改良センター） 

【目的】 
 演題番号「P28-16」で供試した雌牛は初期成長期における栄養水準が大きく異なり、10ヵ月齢時の発育に試験区間で有意な差が
認められた。生産コストの低減と飼料自給率の向上を実証することができたものの、育成期における発育遅延が繁殖雌牛の生産性
を低下させる可能性が危惧される。本研究では哺育育成期の飼養環境の違いが和牛の繁殖特性に及ぼす影響を調査した。 

【まとめ】 
・哺育育成期における飼養環境の違いは、黒毛和種の繁殖供用時期に影響を及ぼしたものの、褐毛和種及び
日本短角種の繁殖特性には影響を及ぼさないことが明らかとなった 

【結果1 】 繁殖雌牛の体重及び日増体量の推移 

【結果2 】 調査牛の繁殖特性 

  

【結果3 】 調査牛の分娩状況 

P28-17 

＜連絡先＞  
独立行政法人 家畜改良センター 企画調整部 管理課 

齋藤 邦彦（さいとう くにひこ） 

0248-25-2738 

k1saito@nlbc.go.jp 

【方法】 
 供試牛  ： 黒毛和種    18頭(試験区6頭 対照区12頭）  
        ：褐毛和種    5頭（試験区3頭 対照区2頭） 
        ：日本短角種： 10頭（試験区3頭 対照区2頭） 
 方法    ： 異なる飼養環境で育成した雌牛について、10ヵ月齢以降は同一の給与方法 
        により飼養した。体重300kg、体高116cmを繁殖供用の基準とし、初回発情月齢、   
        供用開始月齢および初回種付月齢等の繁殖特性を調査した。 

【目的および方法】 

(kg)

粗飼料
配合
飼料

ｶｯﾄ
ｱﾙﾌｧ

混合
給与

12～16ヵ月 2.5 2.5 8.0 8.80 6.00
16-20ヵ月 0.5 0.5 9.0 5.94 3.95
20-24ヵ月 0.5 0.5 12.0 7.61 5.05
24ヵ月以降 8-9 4.85 3.20
分娩1ヵ月前 1.0 10-11 6.75 4.54
分娩1週間前 2.0 10-11 7.62 5.23

分娩後 8-9 4.85 3.20

※ 粗飼料の配合割合　ラップサイレージ２：コーンサイレージ１：乾草１

濃厚飼料
乾物 TDN換算

繁殖雌牛の飼料給与設定
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品種 区分
分娩
頭数

助産率

黒毛和種 試験区 5 26.6 ± 2.2 482.6 ± 23.8 287.0 ± 2.7 31.9 ± 4.7 20%
対照区 3 25.0 ± 2.2 492.7 ± 37.4 286.3 ± 6.4 31.3 ± 3.1 33%

褐毛和種 試験区 3 24.1 ± 1.4 476.7 ± 48.2 281.7 ± 3.1 37.8 ± 4.8 66%
対照区 1 22.7 469.0 282.0 29.0 0%

日本短角種 試験区 4 23.4 ± 0.7 533.8 ± 36.9 281.5 ± 2.1 34.0 ± 3.6 25%
対照区 3 24.6 ± 1.7 534.0 ± 25.1 281.0 ± 9.5 37.3 ± 3.8 0%

平均値±標準偏差

分娩前体重 在胎日数 生時体重初産分娩月齢

・育成期の体重差は19ヵ月齢まで大きかったも
のの24ヵ月齢時では概ね同等の体重まで増加 
・ＤＧは10～21ヵ月齢まで試験区が対照区より
も大きかった 

・ＤＧは10～13ヵ月齢まで試験区が対照区より
も大きかった 
 

・育成期の体重差は16ヵ月齢まで大きかったも
のの20ヵ月齢時では概ね同等の体重まで増加 
・ＤＧは12～23ヵ月齢まで試験区が対照区より
も大きかった 

・ 10ヵ月齢以降の調査牛について、全て
の雌牛に発情を確認 
・供用開始月齢および初回種付月齢は、
黒毛和種の試験区で対照区よりも有意
に遅くなったものの、褐毛和種および日
本短角種では、試験区間に差はなかった 
・受胎率は試験区が対照区より高かった 
  

・初産分娩月齢、分娩前体重、在胎日数
および生時体重に有意差はなかった 

調査

頭数 頭数 月齢 頭数 月齢 頭数 月齢

黒毛和種 試験区 6 6 13.2 6 14.9 a 6 17.0 a 1.2 6 0 91.7%
対照区 12 12 10.3 12 12.8 b 11 14.6 b 1.4 9 2 81.8%

褐毛和種 試験区 3 3 13.7 3 13.7 3 14.8 1.0 3 0 100.0%
対照区 2 2 8.6 2 12.9 2 14.7 2.0 1 1 66.7%

日本短角種 試験区 5 5 12.6 5 12.6 5 14.1 1.2 5 0 90.0%
対照区 5 5 11.2 5 11.3 5 14.8 1.6 3 2 76.7%

※ 繁殖供用基準：月齢13ヶ月、体重300kg、体高116cm
平均値±標準偏差

異符号間に有意差あり(ab:1%)

不明
頭数

受胎率
種付
回数

受胎
頭数

初回発情 供用開始※ 初回種付



背景 ～家畜改良増殖目標～   

 自給飼料基盤に立脚した畜産の推進 

 放牧活用による生産コストの低減 

 粗飼料の利用性や放牧特性に優れる 

 品種を活用した放牧の有用性を検討 

目的  

 哺育育成期の飼養環境の影響を明らかにするため、           

 去勢肥育牛における飼料摂取量、発育性および産肉性 

  を調査 
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放牧地を活用した和牛の特性調査  
 ③ 去勢肥育牛の産肉性に及ぼす影響 

 
      
 

○鈴木英敏 ・ 金田修一 ・ 齋藤薫 ・ 佐久間弘典 ・ 齋藤邦彦(家畜改良センター) 

供試牛  ・黒毛和種    １４頭（試験区６頭、対照区８頭） 

 

方法 

 

 

 

 

背景および目的 

材料および方法 

・肥育期間：10～26ヵ月齢 

・試験区分 試験区 ： 自然哺乳（５ヵ月齢）と粗飼料のみの育成 

対照区 ： 人工哺乳（３ヵ月齢）と濃厚飼料給与による育成 

・給与飼料 

結 果 

P28-18 

 

 

 

 

 

 

 

 

飼料成分 

＜連絡先＞  
独立行政法人 家畜改良センター 企画調整部 管理課
鈴木 英敏（すずき  ひでとし） 

0248-25-2738 

h1suzuki@nlbc.go.jp 

・褐毛和種     . ７頭（試験区２頭、対照区５頭） 

・日本短角種 １１頭（試験区６頭、対照区５頭） 区分
水分
(%)

ＴＤＮ
(%)

ＣＰ
(%)

価格
（円/kg)

肥育用飼料 12.8 74.0 12.5 52.4

乾草 12.3 56.7 13.2

稲わら 11.8 42.8 4.7 55.0

黒毛和種 褐毛和種 日本短角種 

 

 

 

 

 

 

・育成期の体重差は肥育終了時まで対照区が
大きかった 
                試験区    対照区 
・肥育中のDG(kg/day) 1.00±0.11  0.84±0.11 
・推定TDN摂取量（kg） 2,938±58  3,021±60 
・飼料要求率(%)           6.14±0.74  7.54±0.96 
 

・育成期の体重差は肥育終了時まで対照区が 
大きかった 
                   試験区    対照区 
・肥育中のDG(kg/day)  1.05±0.05  0.90±0.08 
・推定TDN摂取量（kg） 3,150±44  3,145±15 
・飼料要求率(%)           6.19±0.34 7.29±0.60 

・試験区間の体重差は徐々に小さくなり、肥育
終了時では概ね同等の体重となった 
                    試験区     対照区 
・肥育中のDG(kg/day) 1.21±0.08  0.87±0.09 
・推定TDN摂取量（kg） 3,055±17  3,017±98 
・飼料要求率(%)           5.25±0.37  7.25±0.60 

配合飼料：4→10㎏/日 

粗飼料  ：自由摂取（12ヵ月齢以降は乾草を稲わらに切替） 

体重および１日当たり増体量 

枝肉格付成績および胸最長筋の理化学分析値 

・肥育期間中のＤＧは、全ての品種において試験
区が対照区よりも大きく、褐毛和種および日本短
角種における肥育終了時の体重は試験区間に
差がなかった。 
・枝肉重量は全ての品種において試験区が対照
区よりも小さかったものの、BMSナンバーや胸最
長筋面積は、試験区が対照区よりも良かった。 
・哺育育成期における飼養環境の違いは、和牛
の発育性および産肉性に影響を及ぼすことが示
唆された。 
 

まとめ 

＜枝肉格付成績＞ 
・黒毛和種の枝肉重量、皮下脂肪厚、歩留基準値
において有意差あり 

 
＜脂肪酸組成＞ 

・黒毛和種のC15：0,C17:0、日本短角種のC18:2 

で試験区間に有意差あり 

 

・胸最長筋面積、皮下脂肪厚、BMS ナンバー、 
粗脂肪含量は有意差がなかったものの試験区が
対照区よりも良かった 

－ 

＜枝肉格付成績＞
枝肉重量 (kg) 413.5 ± 28.3 469.1 ± 44.1 * 498.8 ± 12.4 506.7 ± 38.7 484.8 ± 30.8 517.3 ± 35.0

胸最長筋
面積 (cm2) 59.2 ± 10.6 54.8 ± 5.2 66.5 ± 4.9 58.8 ± 8.9 47.3 ± 5.3 44.8 ± 6.1

ばらの厚さ (cm) 7.2 ± 0.1 7.7 ± 0.6 9.2 ± 0.5 8.3 ± 0.4 7.8 ± 0.4 7.4 ± 0.4

皮下脂肪の
厚さ (cm) 1.9 ± 0.4 2.7 ± 0.7 * 1.9 ± 0.6 3.0 ± 0.5 3.4 ± 0.7 3.7 ± 1.2

歩留基準値 75.1 ± 1.4 73.4 ± 1.4 * 76.3 ± 0.4 73.6 ± 1.3 71.6 ± 0.7 70.5 ± 1.5

ＢMＳ№ 6.7 ± 2.7 5.5 ± 1.2 6.5 ± 0.7 3.4 ± 0.5 2.5 ± 0.5 2.4 ± 0.5

ＢＣＳ№ 3.7 ± 0.5 4.0 ± 0.0 3.5 ± 0.7 4.4 ± 0.5 4.2 ± 0.4 4.6 ± 0.5

ＢＦＳ№ 3.0 ± 0.0 3.0 ± 0.0 3.0 ± 0.0 3.0 ± 0.0 3.0 ± 0.0 3.0 ± 0.0

締まり 4.0 ± 0.9 3.8 ± 0.5 4.0 ± 0.0 2.8 ± 0.4 2.0 ± 0.0 2.0 ± 0.0

きめ 4.3 ± 0.5 3.9 ± 0.4 5.0 ± 0.0 3.4 ± 0.5 2.8 ± 0.4 2.8 ± 0.4

＜一般組成＞
水分 (%) 45.4 ± 5.9 48.2 ± 4.2 49.5 ± 3.8 55.3 ± 3.7 62.3 ± 3.09 63.2 ± 3.5

粗脂肪 (%) 40.4 ± 7.9 36.3 ± 5.5 35.1 ± 4.7 26.8 ± 4.8 17.5 ± 4.06 16.1 ± 4.5

粗蛋白 (%) 13.7 ± 1.9 14.5 ± 1.2 14.6 ± 1.1 17.1 ± 1.1 19.2 ± 1.1 19.8 ± 1.1

保水力 (%) 78.1 ± 2.9 78.1 ± 3.3 78.0 ± 0.1 74.2 ± 1.9 74.3 ± 1.35 74.4 ± 3.6

剪断力価 (kgf) 1.97 ± 0.47 2.02 ± 0.44 2.49 ± 0.40 2.81 ± 0.54 2.62 ± 0.28 2.90 ± 0.46

＜脂肪酸組成＞
C12:0 (%) 0.05 ± 0.01 0.05 ± 0.00 0.06 ± 0.01 0.07 ± 0.03 0.05 ± 0.02 0.07 ± 0.02
C14:0 (%) 2.98 ± 0.39 2.99 ± 0.46 2.85 ± 0.21 3.25 ± 0.80 2.79 ± 1.13 3.70 ± 0.59
C14:1 (%) 1.00 ± 0.38 1.07 ± 0.27 1.07 ± 0.08 1.02 ± 0.43 0.86 ± 0.39 1.08 ± 0.31
C16:0 (%) 26.43 ± 1.60 26.26 ± 2.10 25.88 ± 0.36 28.65 ± 1.22 27.74 ± 3.71 30.84 ± 0.77
C16:1 (%) 3.90 ± 0.47 4.62 ± 0.85 3.22 ± 0.06 3.87 ± 0.89 3.27 ± 0.99 3.81 ± 0.33
C17:0 (%) 0.83 ± 0.15 0.63 ± 0.07 ** 0.67 ± 0.01 0.71 ± 0.11 0.70 ± 0.07 0.69 ± 0.06
C17:1 (%) 0.92 ± 0.11 0.83 ± 0.08 0.77 ± 0.00 0.79 ± 0.06 0.69 ± 0.05 0.65 ± 0.05
C18:0 (%) 12.29 ± 1.15 11.23 ± 1.42 12.54 ± 0.39 12.65 ± 2.05 15.00 ± 2.16 13.80 ± 1.02
C18:1 (%) 48.66 ± 2.18 49.48 ± 2.49 50.16 ± 1.03 46.10 ± 1.20 46.41 ± 5.28 42.31 ± 1.29
C18:2 (%) 1.82 ± 0.26 1.81 ± 0.26 1.57 ± 0.03 1.89 ± 0.27 1.55 ± 0.28 2.11 ± 0.22 **
C18:3 (%) 0.13 ± 0.04 0.12 ± 0.05 0.15 ± 0.04 0.14 ± 0.02 0.12 ± 0.02 0.13 ± 0.03
SFA (%) 42.94 ± 2.81 41.46 ± 3.19 42.27 ± 0.94 45.64 ± 1.03 46.58 ± 4.29 49.43 ± 0.78
USFA (%) 57.06 ± 2.81 58.54 ± 3.19 57.73 ± 0.94 54.36 ± 1.03 53.42 ± 4.29 50.57 ± 0.78
MUFA (%) 55.02 ± 2.67 56.51 ± 3.03 55.90 ± 0.98 52.17 ± 1.11 51.58 ± 4.36 48.12 ± 0.97
PUFA (%) 2.05 ± 0.25 2.03 ± 0.26 1.83 ± 0.04 2.19 ± 0.28 1.83 ± 0.30 2.45 ± 0.24 **
US/S 1.34 ± 0.15 1.42 ± 0.19 1.37 ± 0.05 1.19 ± 0.05 1.16 ± 0.21 1.02 ± 0.03

褐毛和種 日本短角種
試験区 対照区 試験区 対照区 試験区 対照区

黒毛和種

平均値±標準偏差
　*：P<0.05 **：P<0.01


